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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　格納された複数の画像を撮像順にしたがって所定の表示領域に順次表示する表示手段を
備えた画像表示装置において、
　順次表示された前記画像の中から所望の画像を選択する選択情報を入力する入力手段と
、
　前記複数の画像の中から前記選択情報に対応する画像を抽出する選択画像抽出手段と、
　前記表示手段に対して、前記選択画像抽出手段が抽出した画像を所定の選択画像表示領
域に表示させるとともに、前記選択情報が入力された場合に前記所定の表示領域の画像の
順次表示を停止させる制御手段と、
　前記所定の表示領域の画像の順次表示の再開を指示する指示手段と、
　を備え、前記制御手段は、前記表示手段の前記所定の選択画像表示領域に前記選択画像
抽出手段によって抽出された画像を表示させてから所定の待機時間を経過した後に停止さ
せた前記所定の表示領域の画像の順次表示を再開させるか、または、前記指示手段によっ
て前記所定の表示領域の画像の順次表示の再開が指示された場合に前記停止させた所定の
表示領域の画像の順次表示を再開させるかのいずれかの再開条件を選択してから、該選択
した条件にしたがって前記表示手段に停止させた画像の順次表示を再開させることを特徴
とする画像表示装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記表示手段に対して、前記選択画像抽出手段によって抽出された画
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像を前記所定の表示領域に表示された画像よりも小さい画像で前記所定の選択画像表示領
域に表示させることを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。 
【請求項３】
　前記制御手段は、前記表示手段に対して、前記前記選択画像抽出手段によって抽出され
た画像を前記所定の選択画像表示領域に撮像順に表示させることを特徴とする請求項１ま
たは２に記載の画像表示装置。 
【請求項４】
　前記画像は、被検体内部を撮像した画像であることを特徴とする請求項１～３のいずれ
か一つに記載の画像表示装置。
【請求項５】
　格納された複数の画像を撮像順にしたがって所定の表示領域に順次表示する画像表示方
法において、
　順次表示された前記画像の中から所望の画像を選択する選択情報を入力する入力ステッ
プと、
　前記複数の画像の中から前記選択情報に対応する画像を抽出する選択画像抽出ステップ
と、
　前記選択画像抽出ステップにおいて抽出された画像を所定の選択画像表示領域に表示す
る選択画像表示ステップと、
　前記選択情報が入力された場合に前記所定の表示領域における画像の順次表示を停止す
る表示停止ステップと、
　停止された前記所定の表示領域の画像の順次表示を再開する表示再開ステップと、
　を含み、前記表示再開ステップは、前記所定の選択画像表示領域に前記選択画像抽出ス
テップにおいて抽出された画像が表示されてから所定の待機時間を経過した後に前記停止
された所定の表示領域の画像の順次表示を再開するか、または、前記所定の表示領域の画
像の順次表示の再開が指示された場合に前記停止された所定の表示領域の画像の順次表示
を再開するかのいずれかの再開条件のうち、いずれかの再開条件を選択してから、該選択
した再開条件にしたがって前記停止された画像の順次表示を再開することを特徴とする画
像表示方法。
【請求項６】
　前記選択画像表示ステップは、前記選択画像抽出ステップにおいて抽出された画像を前
記所定の表示領域に表示された画像よりも小さい画像で前記所定の選択画像表示領域に表
示することを特徴とする請求項５に記載の画像表示方法。 
【請求項７】
　格納された複数の画像を撮像順にしたがって画像表示システムにおける所定の表示領域
に順次表示させる画像表示プログラムにおいて、
　前記画像表示システムに、順次表示された前記画像の中から選択された所望の画像を示
す選択情報が入力される入力手順と、
　前記画像表示システムに、前記複数の画像の中から前記選択情報に対応する画像を抽出
させる選択画像抽出手順と、
　前記画像表示システムに、前記選択画像抽出手順において抽出させた画像を所定の選択
画像表示領域に表示させる選択画像表示手順と、
　前記画像表示システムに、前記選択情報が入力された場合に前記所定の表示領域におけ
る画像の順次表示を停止させる表示停止手順と、
　前記画像表示システムに、停止させた前記所定の表示領域の画像の順次表示を再開させ
る表示再開手順と、
　を含み、前記表示再開手順は、前記所定の選択画像表示領域に前記選択画像抽出手順に
おいて抽出させた画像を表示させてから所定の待機時間を経過した後に前記停止させた所
定の表示領域の画像の順次表示を再開させるか、または、前記所定の表示領域の画像の順
次表示の再開が指示された場合に前記停止させた所定の表示領域の画像の順次表示を再開
させるかのいずれかの再開条件のうち、いずれかの再開条件を選択してから、該選択した
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再開条件にしたがって前記停止された画像の順次表示を再開させることを特徴とする画像
表示プログラム。 
【請求項８】
　前記選択画像表示手順は、前記画像表示システムに対して、前記選択画像抽出手順にお
いて抽出させた画像を前記所定の表示領域に表示された画像よりも小さい画像で前記所定
の選択画像表示領域に表示させることを特徴とする請求項７に記載の画像表示プログラム
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、格納された複数の画像を撮像順にしたがって所定の表示領域に順次表示す
る画像表示装置、画像表示方法および画像表示プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡の分野においては、飲込み型のカプセル型内視鏡が提案されている。この
カプセル型内視鏡には、撮像機能と無線通信機能とが設けられている。カプセル型内視鏡
は、観察（検査）のために被検体の口から飲込まれた後、自然排出されるまでの間、体腔
内、たとえば、胃、小腸などの臓器の内部をその蠕動運動にしたがって移動し、移動にと
もない、たとえば０．５秒間隔で被検体内画像の撮像を行う機能を有する。
【０００３】
　体腔内を移動する間、カプセル型内視鏡によって撮像された画像データは、順次無線通
信により外部に送信された外部に設けられたメモリに蓄積される。無線通信機能とメモリ
機能とを備えた受信機を携帯することにより、被検体は、カプセル型内視鏡を飲込んだ後
、排出されるまでの間にわたって、自由に行動できる。カプセル型内視鏡が排出された後
、医者もしくは看護士においては、メモリに蓄積された画像データに基づいて臓器の画像
をディスプレイに表示させて診断を行うことができる（特許文献１参照）。
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－１９１１１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、ディスプレイには撮像順にしたがって所定の表示レートで画像を順次表示さ
れ、医者もしくは看護士は、順次に表示された画像のうち、診断において必要な画像を選
択する場合があった。しかしながら、従来、医師もしくは看護士は、選択した画像をディ
スプレイ上で確認する場合、格納された複数の画像の中から所望の選択画像を検索し、検
索した選択画像をディスプレイ上に表示させるという煩雑な処理を行う必要があり、医師
もしくは看護士による迅速な診断の妨げとなる場合があった。
【０００６】
　この発明は、上記した従来技術の欠点に鑑みてなされたものであり、ユーザによる選択
画像の迅速な確認を可能にする画像表示装置、画像表示方法および画像表示プログラムを
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、この発明にかかる画像表示装置は、格
納された複数の画像を撮像順にしたがって所定の表示領域に順次表示する表示手段を備え
た画像表示装置において、順次表示された前記画像の中から所望の画像を選択する選択情
報を入力する入力手段と、前記複数の画像の中から前記選択情報に対応する画像を抽出す
る選択画像抽出手段と、前記表示手段に対して、前記選択画像抽出手段が抽出した画像を
所定の選択画像表示領域に表示させる制御手段と、を備えたことを特徴とする。
【０００８】
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　また、この発明にかかる画像表示装置は、前記制御手段は、前記表示手段に対して、前
記選択画像抽出手段によって抽出された画像を前記所定の表示領域に表示された画像より
も小さい画像で前記所定の選択画像表示領域に表示させることを特徴とする。
【０００９】
　また、この発明にかかる画像表示装置は、前記制御手段は、前記選択情報が入力された
場合に前記所定の表示領域の画像の順次表示を停止させることを特徴とする。
【００１０】
　また、この発明にかかる画像表示装置は、前記制御手段は、前記表示手段の前記所定の
選択画像表示領域に前記選択画像抽出手段によって抽出された画像を表示させてから所定
の待機時間を経過した後に、前記表示手段に対して、停止させた画像の順次表示を再開さ
せることを特徴とする。
【００１１】
　また、この発明にかかる画像表示装置は、前記所定の表示領域の画像の順次表示の再開
を指示する指示手段をさらに備え、前記制御手段は、前記指示手段によって前記所定の表
示領域の画像の順次表示の再開が指示された場合、前記表示手段に対して、停止させた画
像の順次表示を再開させることを特徴とする。
【００１２】
　また、この発明にかかる画像表示装置は、前記制御手段は、前記表示手段に対して、前
記前記選択画像抽出手段によって抽出された画像を前記所定の選択画像表示領域に撮像順
に表示させることを特徴とする。
【００１３】
　また、この発明にかかる画像表示装置は、前記画像は、被検体内部を撮像した画像であ
ることを特徴とする。
【００１４】
　また、この発明にかかる画像表示方法は、格納された複数の画像を撮像順にしたがって
所定の表示領域に順次表示する画像表示方法において、順次表示された前記画像の中から
所望の画像を選択する選択情報を入力する入力ステップと、前記複数の画像の中から前記
選択情報に対応する画像を抽出する選択画像抽出ステップと、前記選択画像抽出ステップ
において抽出された画像を所定の選択画像表示領域に表示する選択画像表示ステップと、
を含むことを特徴とする。
【００１５】
　また、この発明にかかる画像表示方法は、前記選択画像表示ステップは、前記選択画像
抽出ステップにおいて抽出された画像を前記所定の表示領域に表示された画像よりも小さ
い画像で前記所定の選択画像表示領域に表示することを特徴とする。
【００１６】
　また、この発明にかかる画像表示方法は、前記選択情報が入力された場合に前記所定の
表示領域における画像の順次表示を停止する表示停止ステップをさらに含むことを特徴と
する。
【００１７】
　また、この発明にかかる画像表示プログラムは、格納された複数の画像を撮像順にした
がって所定の表示領域に順次表示する画像表示プログラムにおいて、順次表示された前記
画像の中から所望の画像を選択する選択情報を入力する入力手順と、前記複数の画像の中
から前記選択情報に対応する画像を抽出する選択画像抽出手順と、前記選択画像抽出手順
において抽出された画像を所定の選択画像表示領域に表示する選択画像表示手順と、を含
むことを特徴とする。
【００１８】
　また、この発明にかかる画像表示プログラムは、前記選択画像表示手順は、前記選択画
像抽出手順において抽出された画像を前記所定の表示領域に表示された画像よりも小さい
画像で前記所定の選択画像表示領域に表示することを特徴とする。
【００１９】
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　また、この発明にかかる画像表示プログラムは、前記選択情報が入力された場合に前記
所定の表示領域における画像の順次表示を停止する表示停止手順をさらに含むことを特徴
とする。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、所定の表示領域に順次表示された画像の中から選択された画像を所定
の選択画像表示領域に表示させるため、ユーザによる選択画像の迅速な確認を可能にする
という効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、図面を参照して、この発明の実施の形態である画像表示装置について説明する。
なお、この実施の形態によりこの発明が限定されるものではない。また、図面の記載にお
いて、同一部分には同一の符号を付している。また、本実施の形態にかかる画像表示装置
として、カプセル型内視鏡を用いた被検体内情報取得システムにおける画像表示装置を例
として説明する。
【００２２】
（実施の形態１）
　まず、実施の形態１にかかる画像表示装置について説明する。本実施の形態１にかかる
画像表示装置は、所定の画像表示領域に順次表示された画像のうちユーザよって選択され
た画像を所定の選択画像表示領域に表示させる。
【００２３】
　図１は、本実施の形態１における被検体内情報取得システムの全体構成を示す模式図で
ある。図１に示すように、本実施の形態１における被検体内情報取得システムは、受信機
能を有する受信装置２と、被検体１の体内に導入され、体腔内画像を撮像して受信装置２
に対してデータ送信を行うカプセル型内視鏡３とを備える。また、被検体内情報取得シス
テムは、受信装置２が受信したデータに基づいて体腔内画像を表示する画像表示装置４と
、受信装置２と画像表示装置４との間のデータ受け渡しを行うための携帯型記録媒体５と
を備える。受信装置２は、被検体１によって着用される受信ジャケット２ａと、受信ジャ
ケット２ａを介して送受信される無線信号の処理等を行う外部装置２ｂとを備える。
【００２４】
　画像表示装置４は、カプセル型内視鏡３によって撮像された体腔内画像を表示するため
のものであり、携帯型記録媒体５によって得られるデータに基づいて画像表示を行うワー
クステーション等を有する。画像表示装置４は、カプセル型内視鏡３が撮像した複数の静
止画像を撮像順にしたがって順次表示する。なお、この順次表示された画像を擬似動画像
という。
【００２５】
　携帯型記録媒体５は、外部装置２ｂおよび画像表示装置４に対して着脱可能であって、
両者に対する挿着時に情報の出力または記録が可能な構造を有する。具体的には、携帯型
記録媒体５は、カプセル型内視鏡３が被検体１の体腔内を移動している間は外部装置２ｂ
に挿着されてカプセル型内視鏡３から送信されるデータを記録する。そして、カプセル型
内視鏡３が被検体１から排出された後、つまり、被検体１の内部の撮像が終った後には、
外部装置２ｂから取り出されて画像表示装置４に挿着され、画像表示装置４によって記録
したデータが読み出される構成を有する。外部装置２ｂと画像表示装置４との間のデータ
の受け渡しは、コンパクトフラッシュ（登録商標）メモリ等の携帯型記録媒体５によって
行う構成以外にも、外部装置２ｂと画像表示装置４との間を有線接続する構成をとること
も可能である。
【００２６】
　ここで、図２を参照して画像表示装置４について説明する。図２は、図１に示す画像表
示装置４の概略構成を示すブロック図である。図２に示すように、画像表示装置４は、入
力部２０、表示部３０、記憶部４０、制御部５０を備える。
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【００２７】
　入力部２０は、表示部３０に順次表示される画像の中から所望の画像を選択する選択情
報を入力する選択情報入力部２１を有する。入力部２０は、キーボードやマウスなどのポ
インティングデバイスなどによって実現され、画像表示装置４の動作指示および画像表示
装置４が行なう処理の指示情報を制御部５０に送出する。
【００２８】
　表示部３０は、ＣＲＴディスプレイ、液晶ディスプレイ等によって実現され、入力部２
０の指示情報あるいは指示結果などを表示出力する。また、表示部３０は、擬似動画像と
して、カプセル型内視鏡３が撮像した画像群の各画像を撮影順にしたがって所定の擬似動
画像表示領域に順次表示する。表示部３０は、選択情報入力部２１の選択情報において選
択された画像の縮小画像を所定の縮小画像表示領域に表示出力する。
【００２９】
　記憶部４０は、たとえばハードディスク装置などによって実現され、各種画像などが保
持され、特に、カプセル型内視鏡３によって撮像された画像群Ｐ１および制御部５０にお
いて生成された縮小画像群Ｐ２がそれぞれフォルダＦ１，Ｆ２内に格納される。
【００３０】
　制御部５０は、入力部２０、表示部３０、記憶部４０の各処理または動作を制御する。
制御部５０は、選択画像抽出部５２と、縮小画像生成部５３およびタイマー５４を有する
画像表示制御部５５とを備える。選択画像抽出部５２は、選択情報入力部２１から入力さ
れた選択情報をもとに、選択された画像をフォルダＦ１の中から抽出する。縮小画像生成
部５３は、画素の間引き処理、さらに、表示する画素値の線形補間による決定処理などを
行うことによって、選択画像抽出部５２が抽出した画像に対する縮小画像を生成する。縮
小画像生成部５３は、選択画像抽出部５２が抽出した画像に対する縮小画像として、表示
部３０の擬似動画像表示領域に表示された画像よりも小さい画像を生成する。タイマー５
４は、時間を計測する機能を備える。画像表示制御部５５は、表示部３０における画像表
示処理を制御する。画像表示制御部５５は、表示部３０に対して、縮小画像生成部５３が
生成した縮小画像を縮小画像表示領域に表示させる。言い換えると、画像表示制御部５５
は、表示部３０に対して、選択画像抽出部５２が抽出した画像を、擬似動画像表示領域に
表示された画像よりも小さい画像で縮小画像表示領域に表示させることとなる。
【００３１】
　つぎに、図３を参照して、制御部５０による画像表示処理手順について説明する。図３
において、制御部５０は、入力部２０からの擬似動画像表示を指示する指示情報があった
か否かを判断する（ステップＳ１０２）。制御部５０は、擬似動画像表示を指示する指示
情報があるまでステップＳ１０２の判断を繰り返し、擬似動画像表示を指示する指示情報
があった場合（ステップＳ１０２：Ｙｅｓ）、画像表示制御部５５は、表示部３０に対し
て、記憶部４０のフォルダＦ１に格納された画像群Ｐ１の各画像を撮像順にしたがって所
定の擬似動画表示領域に順次表示させる擬似動画像表示を行う（ステップＳ１０４）。
【００３２】
　制御部５０は、入力部２０からの擬似動画像表示の終了を指示する指示情報があるか否
かを判断し（ステップＳ１０６）、この指示情報があった場合には（ステップＳ１０６：
Ｙｅｓ）、擬似動画像表示を終了する。これに対し、制御部５０が入力部からの擬似動画
像表示の終了を指示する指示情報がないと判断した場合（ステップＳ１０６：Ｎｏ）、画
像表示制御部５５は、表示部３０が画像群Ｐ１の最終画像まで表示したか否かを判断する
（ステップＳ１０８）。画像表示制御部５５は、表示部３０が画像群Ｐ１の最終画像まで
表示したと判断した場合（ステップＳ１０８：Ｙｅｓ）、擬似動画像表示を終了する。
【００３３】
　一方、表示部３０が画像群Ｐ１の最終画像まで表示していないと判断した場合（ステッ
プＳ１０８：Ｎｏ）、制御部５０は、選択情報入力部２１からの選択情報の有無をもとに
画像選択指示があるか否かを判断する（ステップＳ１１０）。制御部５０は、画像選択指
示がないと判断した場合には（ステップＳ１１０：Ｎｏ）、ステップＳ１０４に進み、擬
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似動画像表示を継続する。
【００３４】
　これに対し、制御部５０は、選択情報入力部２１から選択情報が入力され、画像選択指
示があると判断した場合（ステップＳ１１０：Ｙｅｓ）、選択情報をもとに選択された画
像を縮小し、表示部３０に対して、所定の縮小画像表示領域に縮小した画像を表示させる
画像選択処理を行う（ステップＳ１１２）。制御部５０は、画像選択処理を行った後、ス
テップＳ１０４に進み、擬似動画像表示を行う。
【００３５】
　つぎに、図３に示す画像選択処理について説明する。図４は、図３に示す画像選択処理
の処理手順を示すフローチャートである。図４に示すように、画像表示制御部５５は、表
示部３０に対して、擬似動画表示領域に表示される擬似動画像の順次表示を一時停止させ
（ステップＳ１２２）、擬似動画表示領域に停止画像を表示させる。選択画像抽出部５２
は、選択情報入力部２１から入力された選択情報をもとに、選択された画像を記憶部４０
のフォルダＦ１から抽出する（ステップＳ１２４）。縮小画像生成部５３は、選択画像抽
出部５２が抽出した画像に対する縮小画像を生成する（ステップＳ１２６）。画像表示制
御部５５は、表示部３０に対して、縮小画像生成部５３が生成した縮小画像を所定の縮小
画像表示領域に表示させる（ステップＳ１２８）。
【００３６】
　その後、画像表示制御部５５は、タイマー５４の計時をスタートさせる（ステップＳ１
３０）。画像表示制御部５５は、タイマー５４の計時値Ｔが所定の待機時間Ｔｓ以上であ
るか否かを判断し（ステップＳ１３２）、計時値Ｔが待機時間Ｔｓ以上になるまでステッ
プＳ１３２の判断を繰り返す。計時値Ｔが待機時間Ｔｓ以上であると判断した場合（ステ
ップＳ１３２：Ｙｅｓ）、画像表示制御部５５は、擬似動画像表示の順次表示の一時停止
を解除する（ステップＳ１３４）。すなわち、画像表示制御部５５は、擬似動画像表示の
順次表示の再開を表示部３０に対して指示する。その後、画像表示制御部５５は、タイマ
ー５４の計時値を０にリセットして、停止させる（ステップＳ１３６）。
【００３７】
　ここで、図５～図７を参照して具体的な操作および処理について説明する。図５～図７
は、表示部３０の表示画面の一例を示す図であり、表示部３０の表示画面にはウィンドウ
Ｗが表示される。ウィンドウＷは、大きくは、擬似動画像表示領域Ａ１、縮小画像表示領
域Ａ２，および動画表示制御キー領域Ａ３を有し、縮小画像表示領域Ａ２は、擬似動画像
表示領域Ａ１の右側領域に設けられ、動画表示制御キー領域Ａ３は、擬似動画像表示領域
Ａ１の下部に設けられる。擬似動画像表示領域Ａ１には、記憶部４０内に格納されたフォ
ルダＦ１内の画像が撮像順にしたがって順次表示され、縮小画像表示領域Ａ２には、縮小
画像生成部５３が生成した縮小画像が表示され、動画表示制御キー領域Ａ３には、再生ボ
タン２４、一時停止ボタン２５などの擬似動画像の各種表示制御処理を示すボタン画像が
表示される。なお、縮小画像表示領域Ａ２では、縮小画像を一画面で表示しきれない場合
には、スクロールバー３２が表示される。ユーザは、入力部２０のマウスを動かし、スラ
イダー３３上に移動させたカーソル２３を上下に移動させることによって、画面上のスラ
イダー３３を上下に移動し、縮小画像表示領域Ａ２の表示内容を上下に変化させる。
【００３８】
　まず、入力部２０のマウスなどの動作により、図５に示すカーソル２３を再生ボタン２
４上に移動させ、マウスの左ボタンをクリックすることによって、擬似動画表示の開始を
指示する指示情報が制御部５０に入力される。この結果、図５に示すように、擬似動画像
表示領域Ａ１の左側領域には、画像Ｐａが表示され、擬似動画像表示領域Ａ１の右側領域
には、画像Ｐａの次にカプセル型内視鏡３が撮像した画像Ｐｂが表示される。その後、擬
似動画像表示領域Ａ１の左側領域には、画像Ｐｂの次にカプセル型内視鏡３が撮像した画
像が表示され、擬似動画像表示領域Ａ１の右側領域には、左側に表示された画像の次にカ
プセル型内視鏡３が撮像した画像が表示される。
【００３９】
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　たとえば、画像Ｐａを所望の画像として選択する場合、ユーザは、入力部２０のマウス
を動かし、カーソル２３を画像Ｐａ上に移動させ、マウスの左ボタンをダブルクリックす
ることによって、入力部２０の選択画像入力部２１から制御部５０に対して、画像Ｐａを
選択した選択情報が入力される。
【００４０】
　制御部５０に選択情報が入力された場合、画像表示制御部５５は、まず、表示部３０に
対して、擬似動画像の順次表示を一時停止させる。この結果、擬似動画像表示領域Ａ１で
は、画像Ｐａ，Ｐｂの表示が継続する。選択画像抽出部５２は、選択情報をもとに記憶部
４０のフォルダＦ１の中から選択された画像Ｐａを抽出し、縮小画像生成部５３は、抽出
された画像Ｐａに対する縮小画像Ｐａ１を生成する。そして、図６に示すように、画像表
示制御部５５は、表示部３０に対して、縮小画像生成部５３が生成した縮小画像Ｐａ１を
、縮小画像表示領域Ａ２に表示させる。この結果、縮小画像表示領域Ａ２には、選択され
た画像Ｐａに対する縮小画像Ｐａ１が表示される。
【００４１】
　その後、タイマー５４の計時がスタートし、タイマー５４の計時値Ｔが待機時間Ｔｓ以
上となった場合に、画像表示制御部５５の表示制御によって、表示部３０の擬似動画像表
示領域における画像の順次表示が再開される。この結果、図７に示すように、擬似動画像
表示領域Ａ１には、画像Ｐａ，Ｐｂの次にカプセル型内視鏡３によって撮像された画像Ｐ
ｃ，Ｐｄが表示される。このように、画像Ｐａの選択後、縮小画像Ｐａ１表示されてから
待機時間Ｔｓ経過までの間は、擬似動画像表示領域Ａ１の画像の順次表示が停止され、画
像Ｐａ，Ｐｂが継続して表示される。
【００４２】
　本実施の形態１にかかる画像表示装置４によれば、所定の擬似動画像表示領域に順次表
示された画像のうちユーザよって選択された画像を、擬似動画像表示領域とは別の表示領
域である所定の選択画像表示領域に表示させることによって、ユーザによる迅速な選択画
像の確認を可能とする。さらに、画像表示装置４は、所定の擬似動画像表示領域に順次表
示された画像のうちユーザよって選択された画像を、別の表示領域である所定の選択画像
表示領域に撮像順にしたがって縮小して表示するため、ユーザは、選択画像がいずれの順
で撮像されたかを確実に把握することができる。
【００４３】
　また、本実施の形態１では、選択情報が入力後、縮小画像が表示されてから所定の待機
時間経過までの間、擬似動画像の順次表示は停止される。言い換えると、ユーザが所望の
画像を選択してから、この選択画像の縮小画像がウィンドウＷの縮小画像表示領域Ａ２に
表示され所定の待機時間Ｔｓを経過するまでは、擬似動画像表示領域Ａ１の動画は停止す
る。このように、本実施の形態１では、ユーザが画像を選択した場合、擬似動画像の動画
は停止されるため、ユーザの擬似動画像における画像の見逃しを防止することができる。
さらに、本実施の形態１では、縮小画像が表示されてから所定の待機時間Ｔｓの間も擬似
動画像表示の動画は停止されるため、ユーザが縮小画像表示領域を視認していた場合であ
っても、擬似動画像表示領域への視認を移動させるために十分な時間を確保することがで
き、ユーザの擬似動画像の見逃しを防止することができる。この結果、診断に必要な画像
の選択時におけるユーザの負担を軽減することができる。この結果、本実施の形態１にか
かる画像表示装置４を用いることによって、ユーザによる内視鏡画像を用いた診断の向上
を図ることが可能になる。
【００４４】
　また、ユーザは、所望の画像上に直接カーソルを移動させた状態でマウスの左ボタンを
ダブルクリックすることによって、所望の画像に対する選択情報を入力している。このた
め、ユーザは、動画像表示制御キー領域Ａ３上にカーソル２３を移動させる必要がない。
したがって、本実施の形態１によれば、画像選択時のマウス移動を低減することができる
ため、画像選択時におけるユーザの負担を軽減することができる。
【００４５】
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　なお、本実施の形態１では、図５～図７において、マウスの左ボタンのダブルクリック
によって選択情報が入力される場合について説明したが、これに限らず、シングルクリッ
クまたはマウスの右ボタンのクリックによって選択情報が入力されてもよい。また、いわ
ゆるドラッグアンドドロップを行うことによって選択情報が入力されてもよい。たとえば
、図８に示す画像Ｐｂを選択する場合について説明する。ユーザは、入力部２０のマウス
を動かし、カーソル２３を画像Ｐｂ上に移動させ、カーソル２３が画像Ｐｂに重なった状
態でマウスのボタンを押し、そのままの状態でマウスを矢印Ｙ１にしたがって、カーソル
２３を縮小画像表示領域Ａ２に移動させ、縮小画像表示領域Ａ２上でマウスのボタンを離
す。本実施の形態１では、このようなドラッグアンドドロップ動作によって、所望の画像
を選択する選択情報が入力されてもよい。
【００４６】
（実施の形態２）
　つぎに、実施の形態２について説明する。実施の形態１では、縮小画像が表示されてか
ら所定の待機時間が経過した後、停止された画像の順次表示が再開されたが、本実施の形
態２では、画像の順次表示の再開を指示する指示情報が入力された後、停止された画像の
順次表示を再開する。
【００４７】
　図９は、実施の形態２にかかる画像表示装置の概略構成を示すブロック図である。図９
に示すように、本実施の形態２にかかる画像表示装置２０４は、実施の形態１にかかる画
像表示装置４と比較し、入力部２０に代えて、再開情報入力部２２２をさらに備えた入力
部２２０を備える。また、制御部２５０は、画像表示制御部５５に代えて、タイマー５４
を削除した構成を有する画像表示制御部２５５を備える。入力部２２０は、実施の形態１
における入力部２０と同等の機能を備え、再開情報入力部２２２は、一時停止された擬似
動画像における画像の順次表示の再開を指示する再開情報を入力する。制御部２５０は、
実施の形態１における制御部５０と同等の機能を備える。画像表示制御部２５５は、画像
表示制御部５５と同等の機能を備えるとともに、入力部２２０における再開情報入力部２
２２から入力された再開情報をもとに、表示部３０に対して擬似動画像の画像の順次表示
を再開させる。
【００４８】
　つぎに、図１０を参照して、制御部２５０による画像表示処理手順について説明する。
まず、制御部２５０は、実施の形態１と同様に、入力部２２０からの擬似動画像表示を指
示する指示情報があった否かを判断し（ステップＳ２０２）、この指示情報があったと判
断した場合には（ステップＳ２０２：Ｙｅｓ）、表示部３０に対して画像群Ｐ１の擬似動
画像表示を行わせる（ステップＳ２０４）。つぎに、制御部２５０は、実施の形態１と同
様に、入力部２２０からの擬似動画像表示の終了を指示する指示情報があるか否かを判断
し（ステップＳ２０６）、この指示情報があると判断した場合には（ステップＳ２０６：
Ｙｅｓ）、表示部３０に対して擬似動画像表示を終了させる。一方、制御部２５０は、擬
似動画像表示の終了を指示する指示情報がないと判断した場合には（ステップＳ２０６：
Ｎｏ）、実施の形態１と同様に、擬似動画像として画像群Ｐ１の最終画像まで表示したか
否かを判断する（ステップＳ２０８）。制御部２５０は、最終画像まで表示したと判断し
た場合（ステップＳ２０８：Ｙｅｓ）、表示部３０に対して擬似動画像表示を終了させる
。一方、制御部２５０は、最終画像まで表示していないと判断した場合（ステップＳ２０
８：Ｎｏ）、選択情報入力部２１からの選択情報の有無をもとに、画像選択指示があるか
否かを判断し（ステップＳ２１０）、画像選択指示はないと判断した場合（ステップＳ２
１０：Ｎｏ）、ステップＳ２０４に進み、表示部３０に対して擬似動画像表示を継続させ
る。なお、選択情報は、図５～図７において説明したように、入力部２２０のマウスの左
ボタンのダブルクリックによって入力されてもよく、また、図８において説明したように
、ドラッグアンドドロップ動作によって入力されてもよい。
【００４９】
　一方、制御部２５０は、画像選択指示があると判断した場合には（ステップＳ２１０：
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Ｙｅｓ）、選択された画像に対する縮小画像を生成し、表示部３０に対して所定の縮小表
示領域に縮小画像を表示させる画像選択処理を行う（ステップＳ２１２）。制御部２５０
は、画像選択処理を行った後、ステップＳ２０４に進み、擬似動画像表示を行う。
【００５０】
　つぎに、図１０に示す画像選択処理について説明する。図１１は、図１０に示す画像選
択処理の処理手順を示すフローチャートである。図１１に示すように、実施の形態１と同
様に、画像表示制御部２５５は、表示部３０に対して擬似動画表示の順次表示を一時停止
させ（ステップＳ２２２）、選択画像抽出部５２は、選択情報入力部２１から入力された
選択情報をもとに記憶部４０のフォルダＦ１から選択された画像を抽出する（ステップＳ
２２４）。縮小画像生成部５３は、選択画像抽出部５２が抽出した画像に対する縮小画像
を生成し（ステップＳ２２６）、画像表示制御部２５５は、表示部３０に対して縮小画像
生成部５３が生成した縮小画像を所定の縮小画像表示領域Ａ２に表示させる（ステップＳ
２２８）。
【００５１】
　その後、画像表示制御部２５５は、入力部２２０における再開情報入力部２２２から擬
似動画表示の順次表示の再開を指示する再開情報の有無をもとに、擬似動画像表示の順次
表示の再開指示があるか否かを判断する（ステップＳ２３０）。たとえば、図１２に示す
ように、カーソル２３を再生ボタン２４上に移動させ、マウスの左ボタンをクリックする
ことによって、再開情報は入力される。
【００５２】
　画像表示制御部２５５は、再開指示があるまで、ステップＳ２３０の判断を繰り返し、
再開指示があると判断した場合には（ステップＳ２３０：Ｙｅｓ）、表示部３０に対して
、擬似動画像の順次表示の一時停止を解除させる（ステップＳ２３２）。そして、図１０
のステップ２０４に進み、表示部３０は、擬似動画像の順次表示を再開する。
【００５３】
　このように、実施の形態２では、画像の順次表示の再開を指示する指示情報が入力され
るまでの間、画像の順次表示を停止するため、実施の形態１と同様の効果を奏するととも
に、ユーザ自身が擬似動画像の順次表示の再開を指示することができるため、擬似動画像
の見逃しを確実に防止することができる。
【００５４】
　なお、本実施の形態１，２では、図５～図８および図１２において、擬似動画像表示領
域Ａ１に２枚の画像を表示した場合について説明したが、もちろん、擬似動画像表示領域
Ａ１に１枚の画像を表示してもよく、４枚の画像を表示してもよく、表示枚数に制限はな
い。擬似動画像表示領域Ａ１に表示する画像の枚数は、入力部２０，２２０の指示情報を
もとに変更することができる。
【００５５】
　また、本実施の形態１，２では、所定待機時間経過または再開情報の有無を条件として
擬似動画像の順次表示の再開を行う画像表示装置４，２０４について説明したが、これに
限らず、擬似動画像の順次表示の再開の条件を所定待機時間経過または再開情報の有無の
いずれかに選択可能である画像表示装置としてもよい。この場合、擬似動画像表示の開始
を入力する以前に、擬似動画像の順次表示の再開条件を所定待機時間経過または再開情報
の有無のいずれかのモードを選択してもよい。また、擬似動画像の順次表示の再開条件の
デフォルトが所定待機時間経過として設定されており、再開情報の有無を条件とする場合
には、擬似動画像の順次表示の再開条件を再開情報の有無として指示してもよい。
【００５６】
　また、図５～図８および図１２に示す一時停止ボタン２５上にカーソル２３を移動しク
リックすることによって、擬似動画像の順次表示の一時停止が指示され、一時停止ボタン
２５を再度クリックすることによって、擬似動画像の順次表示が再開される。
【００５７】
　また、上記実施の形態１，２で説明した画像表示装置４，２０４は、あらかじめ用意さ



(11) JP 4477451 B2 2010.6.9

10

20

30

40

50

れたプログラムをパーソナル・コンピュータやワークステーションなどのコンピュータシ
ステムで実行することによって実現することができる。以下、上記実施の形態１，２で説
明した画像表示装置と同様の機能を有する画像表示プログラムを実行するコンピュータシ
ステムについて説明する。
【００５８】
　図１３は、上述した実施の形態１，２を用いたコンピュータシステムの構成を示すシス
テム構成図であり、図１４は、このコンピュータシステムにおける本体部の構成を示すブ
ロック図である。図１３に示すように、本実施の形態にかかるコンピュータシステム１０
０は、本体部１０１と、本体部１０１からの指示によって表示画面１０２ａに画像などの
情報を表示するためのディスプレイ１０２と、このコンピュータシステム１００に種々の
情報を入力するためのキーボード１０３と、ディスプレイ１０２の表示画面１０２ａ上の
任意の位置を指定するためのマウス１０４とを備える。
【００５９】
　また、このコンピュータシステム１００における本体部１０１は、図１４に示すように
、ＣＰＵ１２１と、ＲＡＭ１２２と、ＲＯＭ１２３と、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ
）１２４と、ＣＤ－ＲＯＭ１０９を受け入れるＣＤ－ＲＯＭドライブ１２５と、フレキシ
ブルディスク（ＦＤ）１０８を受け入れるＦＤドライブ１２６と、ディスプレイ１０２、
キーボード１０３並びにマウス１０４を接続するＩ／Ｏインターフェース１２７と、ロー
カルエリアネットワークまたは広域エリアネットワーク（ＬＡＮ／ＷＡＮ）１０６に接続
するＬＡＮインターフェース１２８とを備える。
【００６０】
　さらに、このコンピュータシステム１００には、インターネットなどの公衆回線１０７
に接続するためのモデム１０５が接続されるとともに、ＬＡＮインターフェース１２８お
よびＬＡＮ／ＷＡＮ１０６を介して、他のコンピュータシステム（ＰＣ）１１１、サーバ
１１２、プリンタ１１３などが接続される。
【００６１】
　そして、このコンピュータシステム１００は、所定の記録媒体に記録された画像表示プ
ログラムを読み出して実行することで画像表示装置を実現する。ここで、所定の記録媒体
とは、フレキシブルディスク（ＦＤ）１０８、ＣＤ－ＲＯＭ１０９、ＭＯディスク、ＤＶ
Ｄディスク、光磁気ディスク、ＩＣカードなどの「可搬用の物理媒体」の他に、コンピュ
ータシステム１００の内外に備えられるハードディスクドライブ（ＨＤＤ）１２４や、Ｒ
ＡＭ１２２、ＲＯＭ１２３などの「固定用の物理媒体」、さらに、モデム１０５を介して
接続される公衆回線１０７や、他のコンピュータシステム１１１並びにサーバ１１２が接
続されるＬＡＮ／ＷＡＮ１０６などのように、プログラムの送信に際して短期にプログラ
ムを保持する「通信媒体」など、コンピュータシステム１００によって読み取り可能な画
像表示プログラムを記録する、あらゆる記録媒体を含むものである。
【００６２】
　すなわち、画像表示プログラムは、上記した「可搬用の物理媒体」、「固定用の物理媒
体」、「通信媒体」などの記録媒体に、コンピュータ読み取り可能に記録されるものであ
り、コンピュータシステム１００は、このような記録媒体から画像表示プログラムを読み
出して実行することで画像表示装置および画像表示方法を実現する。なお、画像表示プロ
グラムは、コンピュータシステム１００によって実行されることに限定されるものではな
く、他のコンピュータシステム１１１またはサーバ１１２が画像表示プログラムを実行す
る場合や、これらが協働して画像表示プログラムを実行するような場合にも、本発明を同
様に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】実施の形態１における被検体内情報取得システムの全体構成を示す模式図である
。
【図２】実施の形態１にかかる画像表示装置の概略構成を示すブロック図である。
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【図３】図２に示す制御部による画像表示処理手順を示すフローチャートである。
【図４】図３に示す画像選択処理の処理手順を示すフローチャートである。
【図５】図２に示す表示部の表示画面の一例を示す図である。
【図６】図２に示す表示部の表示画面の一例を示す図である。
【図７】図２に示す表示部の表示画面の一例を示す図である。
【図８】図２に示す表示部の表示画面の一例を示す図である。
【図９】実施の形態２にかかる画像表示装置の概略構成を示すブロック図である。
【図１０】図９に示す制御部による画像表示処理手順を示すフローチャートである。
【図１１】図１０に示す画像選択処理の処理手順を示すフローチャートである。
【図１２】図９に示す表示部の表示画面の一例を示す図である。
【図１３】実施の形態１，２を用いたコンピュータシステムの構成を示す構成図である。
【図１４】図１３に示したコンピュータシステムにおける本体部の構成を示すブロック図
である。
【符号の説明】
【００６４】
　１　被検体
　２　受信装置
　２ａ　受信ジャケット
　２ｂ　外部装置
　４，２０４　画像表示装置
　５　携帯型記録媒体
　２０，２２０　入力部
　２１　選択情報入力部
　３０　表示部
　４０　記憶部
　５０，２５０　制御部
　５２　選択画像抽出部
　５３　縮小画像生成部
　５４　タイマー
　５５，２５５　画像表示制御部
　２３　カーソル
　２４　再生ボタン
　２５　一時停止ボタン
　３２　スクロールバー
　３３　スライダー
　２２２　再開情報入力部
　１００　コンピュータシステム
　１０１　本体部
　１０２　ディスプレイ
　１０２ａ　表示画面
　１０３　キーボード
　１０４　マウス
　１０５　モデム
　１０６　ローカルエリアネットワークまたは広域エリアネットワーク（ＬＡＮ／ＷＡＮ
）
　１０７　公衆回線
　１０８　フレキシブルディスク（ＦＤ）
　１０９　ＣＤ－ＲＯＭ
　１１１　他のコンピュータシステム（ＰＣ）
　１１２　サーバ
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　１１３　プリンタ
　１２１　ＣＰＵ
　１２２　ＲＡＭ
　１２３　ＲＯＭ
　１２４　ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）
　１２５　ＣＤ－ＲＯＭドライブ
　１２６　ＦＤドライブ
　１２７　Ｉ／Ｏインターフェース
　１２８　ＬＡＮインターフェース

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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